
①データベースは今では企業・一定の規模以上の社
会的組織のデータ管理において必要不可欠なイン
フラとなっており、仕事上何らかの関わりを持つこと
になる可能性は極めて高い。
⇒データベースは実社会において必須の教養とい
え、それを授業で行うことの意義は大きい。

②現行の学習指導要領において、「情報の科学」の項
目内で「情報を蓄積し管理・検索するためのデータ
ベースの概念を理解させ，問題解決にデータベース
を活用できるようにする」と記載されている。
⇒新学習指導要領でも必修科目「情報Ⅰ」において
データベース学習に関連する記載がある。
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① 学習動画の活用

(1) 夏休み前に、データベースの基本的知識や、実習の際に
必要となるSQLの文法に関する講義用の動画を作成し、そ
れをYouTubeにアップロードして、夏季休暇の課題として視
聴させた。

(2) 夏休み明け以降も適宜、必要に応じて視聴しておくように
伝え、その内容を前期期末考査の問題として出題した。

② ＣＡＶ(コンピュータールーム)での実習授業

(1)毎回の授業で「sAccess」にアクセスし、実際にプリセットの
データベースを操作する実習をしながら授業をすすめた 。

(2) 単元の前半は日本語の命令コマンドを用いながらデータ
ベースを操作する実習を行い、後半ではSQLエディタを用
いて実際にSQLの文法を使いながら実習を進めた。ただし、
進度、およびCAV内のパソコンとの相性等の関係から、使
用する構文は、いわゆるSELECT構文に限定した。

(3) 単元終了後に実技試験を行った。なお、実技試験におい
てはSQL関連の問題・課題からの出題をした。提出は解答
用紙を直接提出させる方法だけでなく、データベースを実
際に操作した後の結果の画面をスクリーンショットで保存し
wordファイルに張り付けて提出させる方法も併用した。

①生徒の理解については良好な結果が得られた。
(1) 実技試験の結果、半数以上が満点をとっており、SQLの基本的な操作は身につけられたと評価できた。
(2) 定期試験の結果も平均点が7割を超え、動画、および実習に関わる部分の問題は、おおむねできていた。

②ネット環境への依存度が高く、オンライン上の無料のツールに依存している状態は改善すべき課題
⇒実習中にネットワークエラーの関係で、実習が中断となったことが何度も起きている。より安定した学習システ
ムのライセンスを得るか、自前で学習用データベース、およびその構築環境がある方が望ましい。

③SQLのコマンド入力の経験を、プログラミング学習につなげられる点は、今後の展望としてより研究をすすめたい。

データベース教育の意義

問題点：学習に使えるデータベースを自前で用意できない。

⇒練習用のものであっても、中に大量のデータが入った
データベースが必要であり、それをMYSQLやPostgreSQL
などのRDBMSで一から構築するのは、教員側としても負
担が極めて大きく、実質的に不可能。

対処法：一般公開されている無料のデータベース実習用
ツールである「sAccess」を授業に取り入れ、実習を
中心とした授業を行う。

⇒知識面は動画教材を用いてカバーし、さらに定期試験を
使って学習内容の定着を図る。

データベース教育の問題点と対処法

方法および実践

実践を終えて・・・ ～課題と展望～

夏季休暇に視聴させたデータベース学習用動画

「sAccess」での実習画面。左側が日本語でのコマ

ンド入力でデータベースを操作するもの、右側が
SQLでデータベースを操作するもの。

高等学校情報科におけるデータベース教育の課題と展望
～sAccessを用いた実践を踏まえて～


